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第51期のご報告
低カリウムレタス取扱店1,000店舗達成！

昨年の新タグライン、ブランドロゴデザインの制定
にともないリニューアルを進めてきた当社の新しい
ホームページがこのたびオープンいたしました。
今後も当社の事業内容をよりわかりやすくご理解い
ただけるよう、さまざまな情報の拡充を図ってまいり
ます。

〒144−0041 東京都大田区羽田空港一丁目7番1号
 TEL. 03−3747−1631   FAX. 03−3747−0707
 URL: http://www.agpgroup.co.jp/   E-mail : info@agpgroup.co.jp

ホームページをリニューアル
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h t t p : / / w w w . a g p g r o u p . c o . j p / 

決 算 期 3月31日
定 時 株 主 総 会 6月中
同 総 会 権 利 行 使
株 主 確 定 日 3月31日

利 益 配 当 金 支 払
株 主 確 定 日 3月31日

基 準 日 毎年3月31日  
そのほか臨時に必要があるときは、  
あらかじめ公告いたします。

公 告 方 法 電子公告
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先 〒168−0063  

東京都杉並区和泉二丁目8番4号  
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話 0120−782−031（フリーダイヤル）� 

1. 株主さまの住所変更、買取請求、配当金の振込指定、その他各種お手続きにつ
きましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）�で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三井住友信託銀行）�ではお取り扱いできませんのでご注意く
ださい。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信
託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記特別口座の口座管理機関（三
井住友信託銀行）�にお問い合わせください。なお、三井住友信託銀行本支店にて
もお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行本支店でお支払いいたします。

ご注意

ご案内

新規に購入された当社株式をNISA口座でご所有される場合、配当等につき非課
税の適用を受けるためには、口座管理機関（証券会社等）�を通じて配当等を受け
取る方式である「株式数比例配分方式」をお選びいただく必要がございます。
ご所有の株式のうち、特別口座に記録された株式をお持ちの株主さまは「株式数
比例配分方式」をお選びいただくことができませんのでご注意ください。
NISA口座に関する詳細につきましては、お取引の証券会社等にお問い合わせく
ださい。

●	少額投資非課税口座（NISA口座）における配当等のお受け取りについて

※本ご案内は平成28年3月時点の情報をもとに作成しております。

エージーピー 検 索

ダミー



株主の皆さまへ

当連結会計年度におけるわが国経済は、各種政策の効果が下
支えするなか、海外経済に弱さがみられるものの企業収益は改善
しており、緩やかな回復基調が継続しました。航空業界において
は、訪日旅客数の増加により、国際線の路線開設・増便が進み、需
要は堅調に推移しました。

このような状況のもと、当社グループは企業理念と「長期ビジョ
ン2025」に基づいて、既存事業基盤の強化を図るとともに、低カリ
ウム野菜の生産・販売事業、ビジネスジェット支援事業を新規事業
として展開し、事業領域拡大を図ってまいりました。

動力事業では、航空需要が堅調に推移しているなかで電力供給
機会が増加したこと、整備事業では、空港特殊機械整備工事の増

加や施設設備工事が増加したこと、付帯事業では、フードカート販
売や新規事業が拡大したことにより、全セグメントで増収となりま
した。

この結果、当期の売上高は前期比９億11百万円（8.5％）�増の
115億82百万円となりました。営業費用は、新規事業や整備事
業での原材料費の増加等により、前期比８億２百万円（8.1％）�増
の106億94百万円となりました。この結果、営業利益は前期比
１億９百万円（14.0％）�増の８億87百万円、経常利益は前期比41
百万円（4.8%）�増の９億２百万円となりました。これに特別損益
９百万円の損失を計上し、税金等調整前当期純利益は前期比61
百万円（7.3％）�増の８億93百万円、親会社株主に帰属する当期
純利益は前期比78百万円（16.8％）�増の５億47百万円となりまし
た。1株当たり期末配当につきましては、普通配当9円に記念配当
1円を加え10円とさせていただきました。

動力事業では、ボーイング787型機に合わせた対応を着実に
進めること、大手航空会社、LCC各社に対しては、販売活動を強化
し、供給率を向上させることによる増収を計画しております。整備
事業では、設備老朽化に伴う改修工事や空港の設備運用時間拡
大への適切な対応と、空港内外業務の拡大を図ることによる増収
を計画しております。付帯事業では、サービス付高齢者住宅等の
新規顧客開拓によるフードカート販売の増加、低カリウム野菜の生
産・販売事業の市場拡大およびビジネスジェット支援事業のサービ
ス拡大を図ることによる増収を計画しております。

これにより、売上高は126億円と前期比10億17百万円（8.8％）�
の増収、営業利益は10億円と前期比１億12百万円（12.6％）�の増
益となる見込みです。経常利益は、９億90百万円と前期比87百万

円（9.7％）�の増益、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比12
百万円増（2.2％）�の５億60百万円の計画とし、さらなる収支改善
に努めることとしております。

当社グループは、「AGPグループ企業理念」のもと、経営環境
の変化に柔軟に対応し、当社成長のビジネスチャンスを捉えるこ
とを目的に、前期より「長期ビジョン2025」およびその実行計画

「2015–2019年度中期経営計画」に取り組んでおります。既存
事業において事業基盤強化を推し進めることで営業利益率の向上
を図るとともに、当社グループの技術を活かせる成長領域へ進出
し、質・量両面での企業価値向上を図ってまいる所存です。株主の
皆さまには、今後とも格別のご理解と一層のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。
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既存事業の基盤強化と成長事業領域への進出による質・量両面での企業価値向上

成 長 戦 略の推 進

 技術力・営業力強化、
お客様の信頼獲得等による売上拡大

 コスト削減活動・生産性向上活動の
推進による利益率改善

 新規業務領域の開拓と海外への事業展開
 教育・訓練の充実

 エコエアポートへの貢献
▶GPU使用率向上によるCO2排出量削減
▶空港会社との連携強化

 環境への取り組み活動強化

 空港外売上比率の向上
2015年3月期 5% ▶ 2020年3月期 20%

 新規事業領域の積極的な開拓と事業の
早期安定化

 自己資本比率50%以上の堅持

売上高／営業利益率 空港外売上比率／自己資本比率 CO2排出量

収益力の拡大 航空イベントリスク耐性強化 環境社会への貢献

事業戦略の骨子

質・量両面での企業価値向上へ向けた
事業戦略を推進しています。

商号「エージーピー」
空港地上動力の英語訳であるAirport	Ground	Powerの頭文字を表したものです。

環境に優しく、安全で豊かな社会の実現に貢献します 
お客様に選ばれる技術・サービスを誠実に提供し企業価値を高めます 
燃える挑戦心を持った社員とともに成長します

2015年度の経営成績
―対前年増収増益・営業利益率改善―

2016年度の見通し
―さらなる増収増益・営業利益率改善に向けて―

質・量両面での企業価値向上を目指して

AGPグループは、技術力を極め、
環境社会に貢献します。	

AGP
グループ
企業理念

代表取締役社長

質・量両面での企業価値向上へ向けた
事業戦略を推進しています。
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空港内事業者向けEV充電サービスを大幅に拡充しました

環境配慮型経営が金融機関より高く評価されました

このたび、羽田空港内の事業者向けサービスと
して、EV（電気自動車）�充電設備を20基設置しま
した。当社は地上設備から航空機への電力供給を
主力事業としており、既存設備の活用等により充
電設備を比較的容易かつ効率的に設置できる点
に着目したものです。究極のエコカーとして実用化
しているEVですが、空港内での普及は未だ十分
ではありません。充電インフラの整備を進めること
でEVの普及を後押しし、空港内におけるCO2削
減を通じてさらなる環境貢献を図ってまいります。

当社は本年2月、株式会社三井住友銀行が取り扱う「ＳＭＢＣ環境配慮評価
融資」において高評価を獲得しました。これは、当社の環境ビジネス（GPUの
利用促進や無農薬の植物工場事業等）�、環境負荷の把握状況（CO2排出量の
10日毎モニタリング等）�、環境マネジメントシステム（CO2排出量削減におけ
る具体的な中長期目標設定と達成への取り組み）�が高水準であると判断され
たものです。

またこれに先立つ1月には、株式会社日本政策投資銀行より、当社が環
境配慮型の空港運営に欠かせない事業を展開していることが高く評価され、

「DBJ環境格付コミットメント融資枠（エコライン）�」を設定いたしました。
当社はこれからも、高い技術力と環境社会への貢献により、空港インフラ機

能を担う信頼される企業になれるように努めてまいります。

2013年設置分と合わせ、EV用充電設備を22基展開
（羽田空港制限区域内）�

2

1

2

1

当社グループのドクターベジタブルジャパン株式会社が2015年3月よ
り販売している「低カリウムレタス」が、美味しい“プレミアムレタス”とし
て多くのお客様にご愛顧いただいており、取扱店が1,000店舗を超え
ました。またかねてからのご要望にお応えし、2015年12月より通信販
売も開始しました。株主の皆様も、是非お試しいただければと存じます。

～ 「低カリウムレタス」の特長 ～

安全美味しい
苦味成分を取り除き、
マイルドな食味と
パリパリ感が美味

農薬不使用栽培で
お子さまやご高齢の方

にも安全

http://www.drvegetable.jp/shop/
低カリウムレタス通販ショップ

http://www.drvegetable. jp/support/shop.html
低カリウムレタスを初めとする“ドクターベジタブル”を購入できるお店の一覧

低 カ リ ウ ム レ タ ス 取 扱 店

鮮度が
長持ち！

食事制限の
ある方でも
安心！

シャキシャキ
おいしい！

安心
腎臓疾患など、
食事制限のある方

でも安心

でよりお買い求めやすくなりました通信販売開始
1,000店舗達成

トピックス
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2013年設置分と合わせ、EV用充電設備を22基展開
（羽田空港制限区域内）�
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1

2
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当社グループのドクターベジタブルジャパン株式会社が2015年3月よ
り販売している「低カリウムレタス」が、美味しい“プレミアムレタス”とし
て多くのお客様にご愛顧いただいており、取扱店が1,000店舗を超え
ました。またかねてからのご要望にお応えし、2015年12月より通信販
売も開始しました。株主の皆様も、是非お試しいただければと存じます。

～ 「低カリウムレタス」の特長 ～

安全美味しい
苦味成分を取り除き、
マイルドな食味と
パリパリ感が美味

農薬不使用栽培で
お子さまやご高齢の方

にも安全

http://www.drvegetable.jp/shop/
低カリウムレタス通販ショップ

http://www.drvegetable. jp/support/shop.html
低カリウムレタスを初めとする“ドクターベジタブル”を購入できるお店の一覧

低 カ リ ウ ム レ タ ス 取 扱 店

鮮度が
長持ち！

食事制限の
ある方でも
安心！

シャキシャキ
おいしい！

安心
腎臓疾患など、
食事制限のある方

でも安心

でよりお買い求めやすくなりました通信販売開始
1,000店舗達成

トピックス
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5,069百万円

44%
動力
事業

4,847百万円

42%
整備
事業

805百万円動力事業 セグメント利益（連結）

整備事業 セグメント利益（連結）

付帯事業 セグメント損失（連結）

連結営業利益

（前期比+224百万円）

822百万円（前期比+101百万円）
△72百万円（前期比△143百万円）
887百万円（前期比+109百万円）

航空機が必要とする電力・
冷暖房・圧搾空気の供給
および、航空機用動力供
給設備の設計・施工、運用
管理等を行っています。

● 空港機能強化に伴う設備設投資を積極的に行い、空港インフラ設備の充実を図ります。
● 当社動力設備の使用率向上に向けて、お客様の立場にたった営業活動を展開します。
● 国土交通省の提唱するエコ・エアポート施策にも全社を挙げて積極的に参画し、関係
先との連携強化と航空燃料の消費削減によるCO2排出抑制を通して、環境社会へ貢
献します。

● 全国カバーのネットワーク、24時間運営体制等、当社の強みをアピールした提案型、
総合サービス提供型へのビジネスモデル転換を推進します。

● 異業種パートナーとの協業により、国内地方空港の運営主体、アジア地域における空
港の新設・拡張計画に対する技術支援および空港外業務への進出を目指します。

● リピート需要の確実な取込みを図る一方、今後増加が見込まれるサービス付
高齢者住宅等の新規市場開拓と製品の認知度向上、低カリウム野菜の生産・
販売事業とのシナジー効果による事業領域の拡大を進めます。

● 低カリウム野菜の生産・販売事業では、販路拡大に加え新商品の市場投入を図り、経
営の早期安定化と効率的な運営体制の構築を図るとともに、植物工場ビジネスに関
連したコンサルタント業務や工場内設備の保守管理等の業務領域拡大に努めます。

● 成田空港でのビジネスジェット支援事業つきましては、提供サービス領域の拡
大に努めます。

2016年3月期概況 対処すべき課題

GPU固定式：電力

旅客搭乗橋、手荷物搬送
設備、物流倉庫搬送設備
等の空港内外の特殊設備
の整備・保守管理や空港
内外の建物・諸施設等の
保守・維持管理を行ってい
ます。

手荷物搬送設備

フードカート販売や空港内
外セキュリティ機器の保守
管理、GSE（Ground Support 
Equipment）関連事業のほ
か、新規事業として、低カリ
ウム野菜等の生産・販売、
ビジネスジェット支援事業
を行っています。

低カリウムレタス

EH加熱カート

● 空港の安全を守るために培われた技術を活かし、メーカーや代理店との連携
を強化し、新型セキュリティ機器の導入や更新への対応を着実に行い、空港内
外の市場開拓を進めます。

新規事業
（低カリウム野菜等の
生産・販売事業、
ビジネスジェット
支援事業）

セキュリティ
機器の保守管理

フードカート販売

フードカートの販売増加、セキュリティ業務の増加、低カリウムレ
タスの取扱販売店舗の拡大およびビジネスジェットに特化した
クリーニングサービスの開始など新規事業の増加により増収

35.3%増16億64百万円売 上 高

前期より開始した低カリウム野菜の生産・販売事業が営業損
失となっていることにより減益

△72百万円セグメント損失

2016年3月期概況

空港特殊機械整備工事の増加および施設設備工事の増加等
により増収

8.2%増48億47百万円売 上 高

売上の増加により原材料費が増加したものの増益

14.1%増8億22百万円セグメント利益

2016年3月期概況

ボーイング787型機に合わせた設備の増強を着実に実施した
こと、電力および冷暖房の供給機会が増加したこと等により
増収

2.2%増50億69百万円売 上 高

原油価格下落による原材料費の減少や減価償却費の減少等
により増益

38.7%増8億5百万円セグメント利益

動 力 事 業

付 帯 事 業

整 備 事 業 対処すべき課題

対処すべき課題

1,664百万円

14%
付帯
事業

セグメント別売上高（連結）

ひと目でわかるAGP ─事業別概況と今後の取組み─
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連結損益計算書の概要 連結貸借対照表の概要

連結キャッシュフロー計算書の概要

2015年4月1日～2016年3月31日
当　期

2014年4月1日～2015年3月31日
前　期

流動資産は、現金及び預金、受取手形及び営業未
収入金の増加等により772百万円増加しました。
固定資産は、退職給付に係る資産の減少等により
118百万円減少しました。
これらの結果、総資産は653百万円増加しました。
流動負債は、設備投資に伴う未払金等の増加等に
より402百万円増加しました。
固定負債は、長期借入金の減少等により29百万
円減少しました。
純資産は、利益剰余金の増加等により281百万円
増加しました。

税金等調整前当期純利益の増加や法人税等の支
払額の減少、仕入債務の増加等があったものの、
減価償却費の減少や売上債権の増加等により、営
業活動の結果得られた資金は前期比46百万円
（3.6％）減少しました。
有形固定資産の取得による支出が減少したことな
どから、投資活動の結果使用した資金は前期比8
億83百万円（63.8％）減少しました。
財務活動により支出した資金は、長期借入金が増
加したことなどから、前期比1億50百万円
（34.1％）減少しました。
これらの結果、現金及び現金同等物は、428百万
円増加しました。

　 売上原価率は、前期より1.7ポイント減少し84.1％となりました。　　販売費及び一般管理費率は、前期より1.4ポイント上昇し8.3％となりました。
　 これらの結果、営業利益率は、前期比0.4ポイント上昇し7.7%になりました。

■ 動力事業 ■ 付帯事業
■ 整備事業　■ 第2四半期累計（中間）

（百万円）
12,000

8,000

4,000

0
12/3 13/3

■ 総資産　■ 純資産■ 総資産　■ 純資産
（百万円）
15,000

12,000

9,000

6,000

3,000

0
14/3 15/3

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 総資産･純資産

16/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3

■ 第2四半期累計（中間） ■ 通期■ 第2四半期累計（中間） ■ 通期
（百万円）
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400

200

0

■ 第2四半期累計（中間） ■ 通期■ 第2四半期累計（中間） ■ 通期
（百万円）
1,200

900

600

300

0

10,46210,091
11,315

5,317

339

96119
70

570 547

240

469

117
179

10,671
11,582

5,752 5,992 6,293 6,776 7,058

11,583 11,623
12,820 12,131

12,785

5,0804,938 5,140 5,000

860

224
297

758

375
308

1,077

902

422

137

1,043

4,271

4,776 4,904

4,329

1,228 1,230

4,959

4,480

2016年3月31日
当期末

2015年3月31日
前期末

2016年3月31日
当期末

2015年3月31日
前期末

詳細な財務諸表等をご覧になりたい方は、当社ホームページ「IRライブラリー」の決算短信をご参照ください。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

資産の部 負債・純資産の部

△289

△501

2,429

2016年3月期
現金及び

現金同等物の期首残高

2016年3月期
現金及び

現金同等物の期末残高

10,671
売上高

1,518
売上総利益

778
営業利益

860
経常利益

469

親会社株主に
帰属する
当期純利益

547

親会社株主に
帰属する
当期純利益

11,582
売上高

1,844
売上総利益

902
経常利益

3,308
固定負債

7

6

8

1,21910

11

12

2,85813

887
営業利益

3

6,686
固定資産

3,278
固定負債

9 7,058
純資産

2,448
流動負債

12,785
合計

6,776
純資産

2,046
流動負債
12,131
合計

5 6,567
固定資産

4 6,217
流動資産

12,785
合計

5,445
流動資産

12,131
合計

財務活動
による

キャッシュフロー

営業活動
による

キャッシュフロー

投資活動
による

キャッシュフロー

1

3

2

4

10

11

12

13

5

6

7

8

9

トップ画面 投資家の皆さまへ 財務レポート 決算短信エージーピー 検 索

4,991

4,556

1,767

5,069

4,847

営業外収支
82

営業外収支
14

1,664

法人税等
△368

特別損益
△28

5

非支配株主に
帰属する
当期純損失

販売費及び
一般管理費
△739

法人税等
△363

特別損益
△9

18

非支配株主に
帰属する
当期純損失

売上原価
△9,152

販売費及び
一般管理費
△956

2

売上原価
△9,737

1

連結財務ハイライト
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　 これらの結果、営業利益率は、前期比0.4ポイント上昇し7.7%になりました。
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本　　社 - 東京都大田区羽田空港一丁目7番1号
TEL.03−3747−1631  FAX.03−3747−0707

成田支社 - 千葉県成田市三里塚御料牧場1−1 
（日本航空成田第一ハンガー内）�
TEL.0476−32−8775  FAX.0476−32−8779

羽田支社 - 東京都大田区羽田空港三丁目1番2号
TEL.03−5757−9447  FAX.03−5757−9191

関西支社 - 大阪府泉南市泉州空港南1番地 
（日本航空輸出貨物ターミナル）�
TEL.072−456−6101  FAX.072−456−6107

千歳空港支店 - 北海道千歳市美 （々新千歳空港内）�
TEL.0123−46−5858  FAX.0123−24−9213

中部空港支店 - 愛知県常滑市セントレア一丁目1番地 
（中部国際空港内）�
TEL.0569−38−0286  FAX.0569−38−8165

大阪空港支店 - 大阪府豊中市蛍池西町三丁目555番地 
（大阪国際空港内）�
TEL.06−6856−7326  FAX.06−6855−9490

　神戸空港出張所 - 兵庫県神戸市中央区神戸空港1番
TEL.06−6856−7326  FAX.06−6855−9490

福岡空港支店 - 福岡県福岡市博多区上臼井柳井348番地 
（福岡空港内）�
TEL.092−621−9124  FAX.092−629−1974

　広島空港出張所 - 広島県三原市本郷町善入寺64番31（広島空港内）�
TEL.0848−60−8311

沖縄空港支店 - 沖縄県那覇市鏡水150番地（那覇空港内）�
TEL.098−858−0291  FAX.098−859−4229

商 号 株式会社エージーピー
AGP CORPORATION

 本 社
 

〒144-0041 
 東京都大田区羽田空港一丁目7番1号
TEL. 03−3747−1631
FAX. 03−3747−0707
E-mail info@agpgroup.co.jp

 最　寄　駅 東京モノレール羽田線 整備場駅 下車3分
設　　　立 1965年12月16日／

　日本空港動力株式会社設立
 2000年9月1日／
　株式会社エージーピーに商号変更

 資　本　金 20億3,875万円
社　員　数 622名（連結）�／165名（個別）�（2016年3月31日現在）�

会計監査人 新日本有限責任監査法人

株式の状況（2016年3月31日現在）� 会社概要（2016年4月1日現在）�

ネットワーク

株式会社エージーピー沖縄 株式会社エージーピー開発
株式会社エージーピー関西 株式会社エージーピー北海道
株式会社エージーピー九州 株式会社エージーピー中部
ドクターベジタブルジャパン株式会社

エージーピーグループ（連結子会社）

会社概要

株価および株式売買高の推移（月足）

株式の分布状況

役　員	（2016年6月24日現在）�

代表取締役社長 山口 　　栄一 
専 務 取 締 役 早 川 　 　 正 英
常 務 取 締 役 丸 山 　 　 　 均
常 務 取 締 役 村 尾 　 　 　 学
取 締 役 畑 山 　 　 博 康
取 締 役 門 谷 　 　 良 已
社 外 取 締 役 佐 々 木 か を り ※

常 勤 監 査 役 小 澤 　 　 秀 之
社 外 監 査 役 長 谷 川 　 正 人
社 外 監 査 役 浅 木 　 　 　 純 ※

社 外 監 査 役 米 谷 　 　 宏 行
※東京証券取引所の定めに基づく独立役員

発行可能株式総数 52,000,000 株
発行済株式総数 13,950,000 株
株主数 867 名
単元株式数 100 株

株式の状況

大株主
株主名 持株数 持株比率

日本航空株式会社 4,651,000 株 33.34 ％
三菱商事株式会社 3,740,000 株 26.81 ％
ANAホールディングス株式会社 2,793,000 株 20.02 ％
エージーピー社員持株会 415,600 株 2.97 ％
SCBHK AC DBS VICKERS (HK)  
LIMITED - CLIENT A/C 243,800 株 1.74 ％

城　暎男 100,000 株 0.71 ％
栗原工業株式会社 86,000 株 0.61 ％

※ 持株比率については、自己株式（1,950株）�を控除して算出しております。
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第51期のご報告
低カリウムレタス取扱店1,000店舗達成！

昨年の新タグライン、ブランドロゴデザインの制定
にともないリニューアルを進めてきた当社の新しい
ホームページがこのたびオープンいたしました。
今後も当社の事業内容をよりわかりやすくご理解い
ただけるよう、さまざまな情報の拡充を図ってまいり
ます。

〒144−0041 東京都大田区羽田空港一丁目7番1号
 TEL. 03−3747−1631   FAX. 03−3747−0707
 URL: http://www.agpgroup.co.jp/   E-mail : info@agpgroup.co.jp

ホームページをリニューアル

株主メモ

h t t p : / / w w w . a g p g r o u p . c o . j p / 

決 算 期 3月31日
定 時 株 主 総 会 6月中
同 総 会 権 利 行 使
株 主 確 定 日 3月31日

利 益 配 当 金 支 払
株 主 確 定 日 3月31日

基 準 日 毎年3月31日  
そのほか臨時に必要があるときは、  
あらかじめ公告いたします。

公 告 方 法 電子公告
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特 別 口 座 の 口 座 管 理 機 関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
郵 便 物 送 付 先 〒168−0063  

東京都杉並区和泉二丁目8番4号  
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話 0120−782−031（フリーダイヤル）� 

1. 株主さまの住所変更、買取請求、配当金の振込指定、その他各種お手続きにつ
きましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）�で承ること
となっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三井住友信託銀行）�ではお取り扱いできませんのでご注意く
ださい。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信
託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記特別口座の口座管理機関（三
井住友信託銀行）�にお問い合わせください。なお、三井住友信託銀行本支店にて
もお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行本支店でお支払いいたします。

ご注意

ご案内

新規に購入された当社株式をNISA口座でご所有される場合、配当等につき非課
税の適用を受けるためには、口座管理機関（証券会社等）�を通じて配当等を受け
取る方式である「株式数比例配分方式」をお選びいただく必要がございます。
ご所有の株式のうち、特別口座に記録された株式をお持ちの株主さまは「株式数
比例配分方式」をお選びいただくことができませんのでご注意ください。
NISA口座に関する詳細につきましては、お取引の証券会社等にお問い合わせく
ださい。

●	少額投資非課税口座（NISA口座）における配当等のお受け取りについて

※本ご案内は平成28年3月時点の情報をもとに作成しております。

エージーピー 検 索

ダミー




